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を 。 はじめに 

わが国のバイオテクノロジー 技術の発達は 著しく。 バイオテクノロジ 一関連産業 ( 以下ではバイオ 産業 ) は急速に成長してきていると 言え 

る 。 そのためにも 医薬品、 化学。 食品、 環境。 エネルギー及びそれらの 研究を支える 電子。 機械 ( 機器等 ) や情報通信。 ナノテクなどの 関連 

企業が、 多様な技術を 総合的に活用していくことが 必要な領域と 言える。 そのためバイオテクノロジーを 利用した産業技術領域において。 

幅広い関連産業の 技術革新の普及を 促進ずるため。 競争的な研究環境の 中で経営戦略のコアとなる 技術開発、 組織体制、 人事管理のあ 

り 方やその研究の 中心となる専門技術者。 研究者などにおけるマネジメントが 重要とされている。 特に医薬品産業を 取り巻く環境 は 。 急速に 

変化しており、 国内では医療制度の 抜本的な改革がされており。 また海外では lCH による世界統一市場の 整備が進んでいる。 この変化は。 

必ずしもすべての 医薬品製造販売企業 @ ことって順風と 泣いえないが、 産業全体としてみれば、 その将来性は 非常に大きいと 言える「 M コ 。 
そこで、 本研究でほ、 バイオ産業における 関連企業が戦略的に 目標とする技術革新を 促進するための 研究開発プロセスにおける 研究開 

発田簿 ) マネジメント や 専門技術者。 研究者における 人材 (H 戴 マネジメントに 関して現在のメカニズム 及び両方の相互関係を 解明。 及び 

新たなマネジメント モデノ 薬 するために企業 ( 医薬品。 化学、 食品。 環境。 ヱ ネルギー。 電子。 器等 )) の経営企画担当部長、 

究 開発担当部長。 人事部長に対してアンケート 調査を行い、 これまでの既存のマネジメントにおける 経営戦略の考え 方及び技術戦略の 課 

、 人事戦略における た 、 組織戦略における 課題など企業の 究 開発プロセスから、 今後の仕組みとしての R 技 D マネジメント と 

HR マネジメントのあ り方について 考察する。 特にバイオテクノロジー 技術における 医薬品産業を 中心に戦略的なイノベーションを 促進する 

ための効率的マネジメントの 重要陸について 報告する。 

なお。 本研究は。 N 目り 0 の産業技術研究助成事業による 研究プロジェクト「バイオ。 情報産業に於けるイノベーション 促進型の専門技術 

者 キャリアのナビゲーション。 モデルの研究開発 @@ こ よる研究 力 、 ら 進めているテーマであ る。 

2. 研究開発における 尺故の マネジメントの 課 

グローバル化やメガコンペティションの 進展にともない、 技術開発競争の 激化による企業の 経営環境の不安定性が 増大してきており、 各 

企業 は 自社の将来を 託す研究開発田技 DW 戦略を見いださなければならない 状況を迎えている。 企業の R 乱 D 戦略で考慮する 重要な点の 一 

つは。 尺故 D をどのようにマネジメントしていくのかと レづ ことであ る。 R 綬 D マネジメント 全体に考えられる 大きな要因及び 背景として、 ①国全体 

としての研究開発体制、 ②企業の競争環境、 ③企業の資金調達方法及び 雇用の流動性 ( あ るいは社会における 人材育成制度 ) に関する 

相違があ げられる。 激しい競争 下 においては、 新しい技術革新により 企業の製品寿命が 短期間で激変することが 多くあ り、 率直なところ 技 

術 動向について 極めて敏感に 対応し倒・ ナふ てばならない。 日本企業の研究開発戦略立案過程においては、 技術の将来性やマーケ 、 ソト 。 ニ一 

ズが 最も関心の持たれる 事となるが、 企業内の様々な 代社 じ マネジメントにおいて。 雇用の流動性に 留意しなければならない 面が多々あ る。 

雇用の流動   窪は ついてほ , 社会における 個人の能 あ るいは企業における 人材の育成に 関する制度。 意識等と密接に 関連してⅤ 巧 

が 、 日本でほ企業間の 雇用の流動性が 極めて低も あ る長期雇用をとって ぎひ、 る 。 その反面。 企業内では人事異動 ヅョ ブローテ 

一 ション ) により職が変わる ( 企業内での流動   注 が高い ) ことが一般的であ ると認識されており、 日本企業において 研究開発のプロセスにお 

いてほ、 生産。 販売現場や研究開発部門の 連携が密になっている。 

このような 申 。 バイオ産 艶 こおける企業がイノベーションを 促進するための 研究開発 鰻汝 Dj マネジメントの 特徴として以下の 3 点のマネジ 

メント要因を 考えなれれ ば ならない。 ①知的財産権 を重視した技術戦略マネジメント。 ②多様な情報源に 基づく知識マネジメント ( 選択と葉 

中、 形式 知と 暗黙知の統合 ) 、 ③企業競争力強化のために 組織力を育成する 強力な組織マネジメント、 ④開発投資。 意思決定を重視する 

ためのマネジメント 体制などが考えられる。 そして、 研究開発の実務的な 課題としてば。 ①自社の事業分野においての 市場占有率を 高める 

競争力あ る製品技術の 開発、 ②製品の分野での 売上貢献、 ③製品のライフザイクル ( 販売朝間 ) の長期期間の 維持などを考えていくことほ 
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S. 研究開発における 目代マネジメントの 課題 

技術革新に よ り 急 発展ずるバイオ 産業においてほ、 専門のプロフェッショナル な 研究者。 技術者が常に 先端的な技術動向に 対応し、 国 

際 競争力を持つための 能力開発の仕組みを 持つことが重要であ る。 日本の企業は。 技術革新を促進するような 専門的のプロフ ヱッ ショナ か 

なスペシャリスト 技術。 研究者の技能やキャリアの 開発に関してマネジメントの 理論と方法の 十分な発達を 見ていない。 むしろ従来の 日本的 

人的資源管理に 沿って。 内部型ゼネラリスト 人材養成を得意とし、 専門技術者やテクニシヤンを 長潮の内部育成や 業績評価の仕組みで 育 

成しようとしていた [ 幻 。 けれども元来プロフェッショナル 技術者 は 、 企業内よりも 市場を志向した 技能の評価とキャリア 開発を重視する 傾向 

にあ る。 そのために、 こうした技術。 研究者が中核となるバイオ 産業では国際的に 最先端技術に 対応できる十分な 申核 競争力を構築しづら 

い。 例えば。 情報通信産業 ( 汀 産業 ) においては、 近年、 情報技術者の 市場の流動性が 急速に高まってきたものの。 バイオ産業においてほ 

現状として国際的にみてもさほど 高くないことは 言える。 

研究開発に関わる 専門の スベ シャリスト人材は、 独自の労働市場を 構成しており、 非常に流動的であ るために、 ダイナミックに 市場の求 

める最先端の 技術や知識が 流通、 発展することが 見られる。 ・ ぐレ 一の労働市場でほ 雇用の 

高い市場媒介型雇用が 特徴的であ り、 外部市場での 契約的 ちとする。 欧米では特に 専門 

におけるハイテクノロジ 一領域での 高 学歴な科学研究能力をべ 一刃こした特別 市場の発達が 見ら軋る 13] 。 そこでは。 企 

間でキャリアを 発展させる内部昇進経路の 破壊や企業境界を 越えたキャリアが 一 されている。 バイオテクノロジ 一領域でも。 

究 開発に関わ 、 流動性とダイナミッタな 結合が、 産官学連携の 発達や研究開発ベンチャ 一の発達を推進している 現象がよく 見   材の特別な専門労働市場の 形成とその流動性は、 最先端の技術や 技能を持つ研究開発集団の 形成を促進す 

るだけでほなく。 そこへの べンテ ヤリングや投資の 呼び込みが進むからであ る。 

ただ、 近年の日本でほ、 いたずらに研究開発の 人材の H 代 マネジメントのキャリア 開発について 個人責任が主張されているが。 欧米先進 

国ではキャリア 開発の市場べ ー スのインフラがあ り、 一概 @ こ 個人責任だけとはいえない。 先行する iT 産業での企業間の 専門技術者労働市 

場を見ると、 外部の専門能力人材開発の 専門機関や専門企業とビジネス。 パートナーシ、 ソプでキャリア 開発の仕組みが 形成され、 市場誘導 

型の技術革新を 進めている。 この仕組みでは、 専門技術者労働市場をべ ー スにしたキャリアや 技能の標準と 開発の仕組みが 形成さ 

ペシャリストに 対応した H 取 マネジメン㌃のモデルとその 運用が行われている。 さ封こ、 ベンダ一企業。 ニーザ 一企業、 民間の人材 巴 ジネス 企 

業 。 政府関係訓練機関、 大学。 研究 関 が連携して専門技術者のキャリア 開発を行 う 戦略的パートナーシップの 形成がみられる。 その佳純 

みには。 4 つの特徴があ る。 まず①専門的労働市場を 本位にした技術のデファクト 標準に墓づいた 標準化の紅組みがあ り。 専門技術者の 

技能標準化やキャリアデザインを 可能にし。 技術革新への 対応を早くしている。 ②市場デファクトのキャリア。 マップと選択的訓練プロバラム 

の 開発メカニズムを、 人材ビジネスや 関係企業。 公共の専門 関 。 大学との連携組織と @ こより開発する 仕組みがあ る。 ③ 従莱 の一律 型 

企業内研修ではなく 企業間でのキャリア 開発の仕組みがみ ④そして、 当該技術分野に 於ける技術者キャリア。 ニーズの分析と 技術 

革新志向のキャリアのナビゲーション ミ みられる。 だが、 日本の研究開発の 人材の労働市場ほ、 現在欧米ほどに 流動的ではなく、 企 

業や関係機関の 研究所ほ長期雇用 した内部労働市場が 中心となってきた。 そして長期的に 研究開発プロジ ヱタ トリーダーとして 

の キャリア開発の 志向が強い [6 コ。 ただ。 近年ほ、 ベンチヤリンバ、 合併 事業売却、 戦略的提携、 産官学連携の 進展により、 人材 べ 

一スでは なく、 組織べ ー スでの研究開発人材のダイナミックな 結合と新 術 開発が行われる 傾向が見られている。 このような動きを 検 

討 すると、 研究開発プロジェクトベースで 研究開発火紡が で ダイナミッ 久こ 結合をする仕組みが 効果的であ ることが理解される。 

経営戦略と整合した 人的資源管理を 研究開発火 材に こ @ 、 研究開発活動が 促進される傾向がみられる [ 刀 。 しかしながら。           
オテクノロジ 一における研究開発の 人材が、 経営戦略に沿って。 常に最先端水準の 知識、 技術。 技能を獲得したり 革新したりすることを 評 

価するようなマネジメントの 仕組みがどさあ るべきかについてはあ まり論じられてこなかった。 また。 日本 け スペシマリス㌃ 市場が未発達なため 

に、 - 般に研究者の 恩 0 歳 定年説の世界があ るが 博コ 、 今後のバイオ 産業の発達のために。 こうしたスペシャリストのキャリアの 開発とマネジ 
メントの仕組みを。 企業間水準での 専門労働市場をべ ー スにしたメカニズムを 取り入れて検討する 必要があ る。 

4 。 バイオ産業の 研究開発におけるマネジメントの 現状 

企業や大学。 研究機関が研究開発を 展開していく 際に必要となる 人称の能力。 資質の整理やその 開発の仕方を 明らかにする 為に。 バイ 

オ関連企業に「バイオテクノロジ 一のイノベーションを 促進するための 研究人材のキャリア 開発に関する 調査」と題してアンケート 調査を行 っ 

た 。 調査結果を見てみると、 図表 一 てに示すように、 全体としての 経営戦略については、 長期的な成長の 鍵となる戦略的市場を 特定し。 そこ 

で 要求される中核能力の 拡張や新たな 能力の 得 のために重点的な 投資を行っていることが 伺える。 また。 積極的に戦略的提携を 模索 L, 
ており、 特に研究開発領域でのイノベーションを 推進するために 社外の専門研究機関 ( 大学やべンチャ 一企業など ) との提携を拡大してい 

る傾向にあ る。 つまり、 特徴として研究開発に 積極的な組織は。 事業再編よりも 集中戦略に力を 入れ。 そして。 積極的な提携戦略をしている 
ことが言える。 

次に、 企業におけるバイオテクノロジ 一の取り扱い 技術の内部化と 外部化について 見ると、 全体として内部で 重視する技術項目 は 、 「 統 
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詳解析」。 「構造活性相関」。 「薬物動態」。 「ハイスループトクリーニンバ」、 「毒性スタリーニンバ」の 順になっており、 外部 ア 重視する技術項 

目では、 「臨床薬物動態」、 「トランスジェニック は G) 動物 ( 作製 ) 」、 「プロテオーム 」。 「ノックアウト (K0) 動物 ( 作製 ) 」、 「薬物動態」の 順 
になっている。 医薬品製造企業の 内部化を見てみると、 「構造活性相関」。 「統計解析」、 「ハイスループトクリーニンダ」。 「遺伝子転写解析」、 

「コンビナトリアル。 ケミス じ一 」の順になっており。 外部での開発を 重視する項目 は 、 「 rnsi@ico 乃 n Ⅵ tro スクリーニンバ」、 「臨床薬物動態」。 

「トランスジェニ ソク (TG) 動物 ( 作製 )j 、 「ノックアウト 鰍 0 風物 ( 内製 )J 、 「トランスレーショナルリサーチ」、 「プロテ オ ミックス」の 順になってい 

る ( 図表一 助 。 このことから 外部への取り 扱いについての 要因として、 外部専門 関の活発化とスピードの 早さや R 及 D コストの削減とリスク 

回避が考えられる。 

図表 -- ぇ 経営戦略の基本的な 考え方実態調査結果 栓体 ) 

⑫社外の専門研究 斡輔 との 綾換 ロ l 非常に 畢う 

⑪ 鞍恥的 接壌 によ る 革覇的 ビジネスモテルの 授簗 ロ 2 思う 

⑯ 粟莱穣 との 職略 的援 靭 ロ 3 どちらとも 音 えな い 

壷 4 % れない 
⑨ 洩連笛 軽への 嬢出 

臼 5 全く思わない 
⑧知的射 睦 の 駿略的 雷樽、 管 雙 、 活用 

⑦ 洩 白の知識や技能の 舞 承と拡 

⑥ 中絃 能力 め拡 彊や新能力の 溝 紳 の 投 

⑤ 申枝 能力のさらなる 萬 理化の投 

④ 非 中核事典を勢 理 ( 売却・ 俺止 ) 

②バイオテクノロジ 一の応用 ( 翰襄 ) 研究 

①バイオテクノロジ 一の 甚硅 ( 探索 ) 研究 

弼 l0 品 ヱ ㎝ 30 扶 4 蝋 5 ㎝ 80% 7% 8 ㈱ 9 ㎝ l0% 

図表 --2 企業におけるバイオテクノロジ 一の取り扱い 技術 ( 医薬品製造業 ) 
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の 実施と効果が 高かった。 医薬品製造企業では。 全体の結果とあ まり変わらないが、 け ンター制度」とむ づ 施策については 成果が上がって 

いるとの回答があ るのが特徴であ った。 

以上のことからバイオ 産業の研究開発の 人材におけるキャリア。 マネジメントの 向 について見てみると、 現状 

リーダーができるゼネラリスト 型の人材開発が 中心に取り組まれている。 そのため 従来研究者 40 歳定年 説が 

線型キャリア 制度を導入して、 スペシャリスト 人材のキャリアを 発展させる取り 組みも一部の 企業で行っており 一定の成果を 上げっ っ あ る。 他 

方で、 新規技術の開発や 取得 @ こついてほ。 現場での 卸 丁の取り組みが 多い。 さ報こ、 医薬品製造 企 発 の 従 尊者のように、 規制 

や 技術標準化の 進む領域では、 キャリア開発の 外部標準化の 取り組みが見られている。 しかし、 基 分野での人材に 関しては。 

まだ取り組みは 乏しく、 未だに日本的労務 管 の 傾向が残り。 キャリア開発については、 企業内で Oyw の延長線上として 取り組まれている 

傾向がみられる。 

R マネジメントにおけるキャリア 開発の実施と 成果 ( 医薬品製造業 ) 

⑱．キャリア・カウンセリング 剖踵 

特別休 韓 ・ 体轍輯葮 (3 ケ 月以上 ) 

⑧独自の技能伝承のための 護成鮒珪 

⑦メンタ一翻 暖米 

⑤キャリア 開尭研幡 

④． 運接饗研轄鋼接 

③陣門曲技 締観捧 ( 襄錘 的な研 捧 ) 

②．専門的知 轍 研修 ( 醸趨 中心 ) 

  

5,  まとめ 

以上のように、 バイオ産業における 研究開発を促進するためにほ 研究開発 鰍捜 DX のマネジメント、 特にキャリア。 マネジメントは、 芽 常に 
重要な要素になってきている。 そして。 バイオ産業では、 雇用の流動性 は 高くな 

ていることから。 プロジェクト 型の技術革新が 重要視されるよ う になってきており、 

開発などの円寂マネジメントが 重視されている。 しかしながら、 これは。 一つの企業で 負担できるには 限界があ り、 企業にとっては。 

かに獲得し、 育成し、 いかに効率よく 成果 ( 奉 l@ 益パ r 結びつけるために 施策を考えなくて は ならない。 一部の医薬品製造企業でほ。 

や 研究者とで、 プ ロ リーダ 一だけではなく スペ 発の枠組みの 整備も行っているが。 やほリブ口 

理 能力を重視してい があ るよ 演こ 思われる。 基 は " 中途採用やへ ッ トハンティンバ 等で補強し。 

ほ ついては内部育成型 HR マネジメントで 強化している 傾向等も見える。 キャリア開発を 意識的に展開してい 

れる傾向があ る。 そして、 近年の成果主義的人事管理の 広がりによって。 日本的経営においても 技術系人材 

って異なり。 若い世代でほ 流動化。 成果、 キャリア開発の 意識を強く持っている。 従って。 今後 は 開発意欲を積極的に 取り込むことが 重要で 

あ ると言えるであ ろう。 これらのことを 考えながら、 今後も研究開発におけるマネジメントの 施策にについて 追求していく。 
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